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1.  はじめに 

 MgB2は金属系超電導体としては最高の約40 Kの転移温度Tcを持ち[1]、異方性が低く、比較的長い

コヒーレンス長を持ち弱結合がないことから[2]、無配向の多結晶体においても10
5
 A/cm

2以上の比較的高

い臨界電流密度Jcをもち、超電導磁石として用いることができ、特に高い磁場均質性が求められるNMR

等の計測機器への応用が期待できる。本研究ではMgB2バルク磁石の捕捉磁場特性の均一性評価を行

ったので報告する。 

2.  実験方法 

Mgと B の混合粉末を 20-30 mm、厚さ 10 mmの円盤状に成型し、Ar雰囲気下で 850℃, 3 hの

熱処理を行い、MgB2バルク体を得た。得られたバルク体試料は、超電導マグネットを用いて 5-6 T

の磁場下冷却（FC）条件により、ヘリウム冷凍機で 15 K 程度まで冷却し着磁を行った。バルク

体の捕捉磁場特性に関しては、バルク体表面に配置したホール素子と、直交型ロボットで移動制

御可能なホールプローブを用いて空間分布の評価を行った。 

 3.  結果と考察 

作製した MgB2 バルク体

試料は、表面にマクロスケ

ールのクラック、ボイド等

はみられなかった。周方向

の捕捉磁場依存性を評価し

た結果を Fig.1に示す。周方

向においてもほぼ一定の捕

捉磁場分布が得られている

ことが分かった。 
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Fig.1.  (a) Top view of trapped magnetic field distribution, (b) the  radial 

dependence,  (c) the r and (d) circurality of  trapped magnetic field of MgB2 bulk 

disk magnet at 20 K. 
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